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箕輪町権利擁護支援促進計画・成年後見制度利用促進基本計画 

 

第１節 計画策定の趣旨 

 

１ 計画策定の背景 

 近年、箕輪町でも高齢化が進み、認知症高齢者や知的障がい、精神障がいの方

が増加傾向にあります。また、単身高齢者や高齢夫婦のみの世帯が増加し核家族

化や少子化に伴い、身近に生活支援や相談ができる家族・親族がいない方も増え

てきています。さらに地域内のつながりが希薄化しており、孤立する高齢者や障

がい者の権利擁護がますます重要になっています。 

身寄りのない方は、日常生活における支援や金銭管理、健康管理が十分に行え

ず、詐欺や生活困窮、権利侵害などのリスクが高いことが課題です。加えて、成

年後見制度は本人の権利や財産を守るための有効な手段ですが、手続きが複雑

で、家族・親族がいない場合は利用のハードルが高く、相談窓口へのアクセスも

難しい場合があり、行政や専門職の支援が届きにくい状況にあります。 

 法改正などの国の動向を踏まえながら、権利擁護支援の経験を地域福祉と連

動させ、孤立防止・生活支援・成年後見制度の活用を含む包括的な支援体制を整

備します。あわせて、関係機関・団体との連携を強化し、権利擁護支援と成年後

見制度の利用促進に取り組みます。 

 

２ 計画の目的 

・成年後見制度の理解を促進し、必要な方が適切に利用できるようにすること 

・特に身寄りのない方の孤立防止と生活支援が重点的に行えること 

・関係機関、専門職とチームで支援できる体制ができること 

 

（２）現状と課題 

１ 高齢者の現状 

 

―（案）― 資料３ 
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高齢夫婦世帯は横ばいですが、高齢単身世帯は年々増加しています。統計上の

単身者には、配偶者と離別した人や、子供のいない夫婦で、配偶者が先だった人

も含まれます。 

出典 国勢調査、国立社会保障・『日本の世帯数の将来推計（都道府県別推計）』（2019 年推計）長野

県の増加率を参考に推計した。福祉課作成 

 

町は今後、医療・介護・終末期の権利擁護を必要とする 85 歳以上の年代層が

急増し、さらに亡くなっていく多死時代に入っていきます。 

また、単身世帯の増加や親族と疎遠になり関係性の希薄化が進み、権利擁護が

必要な方が増加してくることが見込まれます。 

 

出典 総務省「自治体戦略 2040 構想研究会（第 13 回）」事務局提出資料 



 
 

成年後見 - 3 - 

また、総務省における研究会では、「人口減少や高齢化により、行政は従来水

準の公共サービス維持が困難となり、地域組織の担い手不足や家族の扶助機能

の低下、民間サービスの縮小も進んできているため自治体は、「公・共・私」の

新たな連携体制を構築し、多様な主体が協力して地域のニーズに対応できる仕

組みづくりを進める必要がある」と提言しています。 

 

２ 障がい者の現状 

療育手帳所持者が増加しているのは、子育ての相談体制の充実や大人の困り

ごと相談等から、手帳取得に関する情報を得られやすくなったことが要因と考

えられます。精神障がい者も増加傾向にありますが、これは福祉・保健・医療の

相談窓口等が充実してきたことにより、早期段階から医療のサポートを受けら

れる環境が整ってきたことが要因と考えられます。 

 

【箕輪町の療育手帳*、精神障害者保健福祉手帳*所持者数（単位：人）】 

 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

療育手帳 275 289 302 

精神障害者 

保健福祉手帳 
424 463 496 

（福祉課作成） 

 

３ 成年後見制度の現状 
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【成年後見制度とは】 

認知症、知的障がいや精神障がいにより判断能力が不十分な方々の権利を守る 

ため、家庭裁判所が本人に代わって支援してくれる後見人等を選任し、本人を保 

護、支援する制度です。 

【成年後見制度の利用者数】                    （人） 

 成年後見 保佐 補助 任意後見 合計 

令和５年 26 3 1 0 30 

令和６年 29 8 3 0 40 

令和７年 29 11 3 0 43 

（長野家庭裁判所資料提供） 

 

【成年後見制度利用事業実績（単位：件）】   

 町長申立 書類作成支援 申立費用助成 後見等報酬助成 相談のみ 

令和５年 4 7 0 2 8 

令和６年 5 4 1 5 11 

令和７年 4 4 3 5 8 

 

成年後見制度の利用者合計数は、令和５年と比較すると令和７年 13 人と増加

しています。 

全国的にも、成年後見制度の利用者数は年々増加傾向にあり、今後は更に増加

するものと考えられます。 

 

４ 上伊那の成年後見制度に関する取組みの現状 

【上伊那成年後見センター利用延べ件数】                 （件） 

 新規 継続 合計 

令和５年度 44 2,907 2,951 

令和６年度 65 4,131 4,196 

令和７年度 58 5,122 5,180 

（上伊那成年後見センター資料） 
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上伊那成年後見センター資料より、上伊那成年後見センターの成年後見利用

延べ件数の推移をみると、令和５年度から令和７年度の３年間で 2,229 件の

増加となっています。 

令和８年２月末時点での上伊那全体での成年後見制度の利用者は 109 名（内、

箕輪町 10 名）でした。 

 

５ 高齢者・障がい者虐待の現状 

 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 

高 

齢 

相談・通報件数 13  6 7 

虐待認定件数 10  4 6 

障 

がい 

相談・通報件数 1 5 5 

虐待認定件数 0 3 1 

広報誌等での啓発回数 1 1 1 

専門職向け虐待研修 1 1 1 

（福祉課作成） 

 高齢者虐待・障がい者虐待の相談件数は年度により増減があるものの、近年は

警察等からの通報が増加しています。また、障がい福祉サービス事業所等におけ

る施設従事者による虐待が疑われる通報も増加しており、適切な事実確認や再

発防止に向けた対応が求められています。虐待の内容は身体的虐待や心理的虐

待が多く、介護者の疾病や認知機能の低下、障がいや病気への理解不足、介護負

担の増大などが背景にあります。虐待件数は減少傾向にある一方で、緊急介入を

要する深刻な事案の割合は増加しており、世帯の高齢化や課題の複雑化が進ん

でいます。 

 

６中核機関及び地域連携ネットワークの整備について 

中核機関の設置・運営形態については、国の基本計画において、市町村単位、

又は複数の市町村にまたがる区域での設置を検討し、地域の実情に応じ、市町村

の直営叉は委託などにより、市町村が設置することが望ましいとされており、上

伊那圏域では、令和元年から構成市町村で設置している上伊那成年後見センタ

ーと各市町村とが協同して中核機関を設置しています。 

 また、令和３年度から地域体制の構築と権利擁護支援の地域連携ネットワー

クが整備され、「箕輪町権利擁護ネットワーク連携協議会」を年１～２回開催し

ています。 

【箕輪町権利擁護ネットワークの３つの役割】 

① 権利擁護支援の必要な人の発見・支援 

② 早期の段階からの相談・対応体制の整備 

③ 意思決定支援・身上保護を重視した後見活動を支援する体制の構築 
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さらに、専門職による専門的助言等の支援の確保や協議会等の事務局  

など、地域連携ネットワークのコーディネートを担う中核的な機関 

 

【地域連携ネットワークの活動の方向性】 

① 本人を後見人とともに支える「チーム」による対応を進めます。 

② 地域全体の見守り体制の中で、権利擁護支援が必要であるにも関わらず、

支援が届いていない人に対して、必要な支援へ結びつける機能を強化し

ます。 

③ 個々のケースに対応する「チーム」での対応に加え、地域において法律・

福祉の専門職団体や関係機関がチームを支援する体制の構築を進めます。 

 

６ 課題分析 

（１）実態調査（ニーズ調査）の結果 

近年では、判断能力の低下はないが家族・親族を頼ることができないことによ

る入院・施設入所時の手続き、死後事務といった生活上の課題等に関する相談も

急増しており、権利擁護支援の在り方が多様になっています。 

そのため、町は終活含め権利擁護の在り方について、65 歳以上の元気高齢者

246 人（回収率 82％）居宅要介護・要支援認定者 572 人（回収率 65.7％）に対

しアンケート調査を令和７年度実施しました。 

 
① 頼れる親族・家族がいないと答えた割合が 811 人中 29 人いました。これは

65 歳以上の人口 7,379 人（令和７年 10 月１日現在）に対し、約 320 人の方

が頼れる家族や・親族等がいないことになります。 
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また、今後困りそうなこととして、生活活全般や入院、死後のことを手伝って

くれる方がいないという回答が大半を占めています。 

 

② 終活について相談した経験がある方は、737 名中 240 名は相談したことがあ

ると回答。全体の３割程度でした。 

 

 多くの方が、「考えたことがない」「考えたが、何を考えたらよいかわからなか

った」「まだ早いと思う」と回答がありました。 

はい
89%

いいえ
4%

無回答
7%

何かあったときに頼れる家族・親族がいますか

はい

いいえ

無回答

12
5

14
10

4
5

入院時の保証人がいない

賃貸契約の保証人がいない

生活全般の支援をしてくれる人がいない

死後のことをしてくれる人がいない

その他

無回答

0 2 4 6 8 10 12 14 16

今後困りそうなことは何ですか

はい
30%

いいえ
61%

無回答
9%

終活について相談した経験はありますか
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（２）権利擁護支援のさらなる充実に向けた課題 

 ポイント① 成年後見制度・権利擁護相談窓口の周知 

 住民への啓発活動を充実させ、成年後見制度や相談窓口の認知度の向上と、核

家族化など家族形態の変化に伴い、将来に備えた早期相談を促進する。 

  

 ポイント②成年後見制度の利用支援 

 相談体制の充実や申立支援、費用負担への支援を行い、制度を必要とする人が

適切に利用できる環境を整備する。 

 

 ポイント③権利擁護支援体制の強化 

 関係機関の連携を強化し、研修や学習会などを通じて権利擁護支援を必要と

する人の早期発見・早期支援を推進する。 

 

第２節 具体的な施策・事業 

 本計画を推進するために、高齢者や障がい者などの権利擁護に関する支援や

活動については従来どおり推進していきます。また、取組の具体的な進め方や目

標については、箕輪町権利擁護ネットワーク連携協議会に随時諮りながら状況

に合わせた対応を行います。 

取組 概要 

成年後見制度の利用支

援について 

 本人の意思決定支援を基盤とした権利擁護支援

を推進していく 

身寄りのない方への権

利擁護支援について 

 家族・親族に頼ることができない方への入院や

施設入所、契約、死後の関係など、相談や支援、

177 
135 

49 
118 

37 
11 

考えたことがない

考えたが、何を考えたらよいか分からない

どこに相談していいのか分からない

まだ早いと思う

その他

無回答

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

終活について相談したことがない理由
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多様な関係者による地域連携ネットワークの充

実 

 人口減少や高齢化、家族機能の変化等を踏まえ

「公、共、私」の連携による支援体制の強化 

 互助による身寄りのない方への孤独防止を含め

「生きがいづくり」や「つながり」を通じた社会

参加の促進 

権利擁護支援の新たな

取組について 

 民法や社会福祉法の改正の動向を注視しなが

ら、権利擁護支援の仕組みの検討 

 

 

 

国の動向（成年後見制度と日常生活自立支援事業の見直し） 

 

令和 6 年 4 月から令和 8 年 1 月にかけて、国の法制審議会民法（成年後見等関

係）部会で、本人の尊厳と権利擁護を重視し、成年後見制度の見直しに向けた検

討が行われました。 

 

出典 法務局「法制審議会民法（成年後見等関係）部会第３３回会議（令和８年１月 27 日開催）資料」 
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これまで家族・親族等が担ってきた日常生活支援や入院・入所手続支援、死後

事務支援を担う人がいないため、必要なサービス利用が困難となるケースが増

えています。この課題に対応するため、令和 7 年 12 月の「社会保障審議会福祉

部会報告書」では、現行の日常生活自立支援事業を拡充し、日常生活支援、入院・

入所手続支援、死後事務支援等を行う新たな第二種社会福祉事業を社会福祉法

に位置づけ、社会福祉協議会や社会福祉法人等が実施できるようにする必要性

が示されました。町も同様に体制整備を行っていきます。 

 

第３節 箕輪町権利擁護支援促進計画・成年後見制度利用促進基本

計画の評価指標 

本計画は、成年後見制度の利用の促進に関する法律第 14 条の規定に基づく市

町村計画として位置づけ、成年後見制度利用促進に必要な事項を定めるととも

に、幅広い権利擁護施策全般に関する支援の促進に関する町の計画を定めます。 

これまでの町の取組や国の動向等踏まえて、権利擁護養護ネットワーク連携

協議会を通じて、各年度の重点取組や目標設定、相談件数などの把握を継続的に

行っていくため、数値目標は設定しません。ただし、支援の実態などは定期的に

振り返り、実務的な改善や支援の質の向上に努めていきます。 

なお本計画において、令和９年度（2027 年度）を初年度とする６か年計画と

しています。 

 

 


